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救急搬送と社会保障の機能強化―いずれも実現可能性に疑問の声 

 

 社会保障審議会・医療部会は 2月 26 日、鴨下重彦前部会長（国立国際医療センター名誉

総長）の退任に伴い、部会長代理の齋藤英彦委員（名古屋セントラル病院院長）を新たな

部会長に選任した。部会長代理は田中滋委員（慶應義塾大学経営大学院教授）。また、鴨下

前部会長に代わり、加藤達夫委員（国立成育医療センター総長）が加わった。 

 同日は、妊婦受け入れ不能問題を受けて

設置された「周産期医療と救急医療の確保

と連携に関する懇談会」がまとめた報告書

（案）と、救急搬送・受入を確保するため

の消防法の一部改正案について事務局が説

明。委員らは報告書の内容に一定の理解を

示したが、医師不足や財源の観点から実現性を問う声も出た。 

杉町圭蔵委員（公立学校共済組合九州中央病院院長）は、「根本的な問題は、救急に従事

している医師や看護師が足りないこと」と指摘し、樋口範雄委員（東京大学法学部教授）

は法学者の立場から、「救急搬送の受け入れに関する問題には、医師がリーガルリスクを過

剰に怖れている側面がある」と述べ、法的には緊急の場合に過失を問うことはまれであり、

リーガルリスクはそれほど高いものではないことを明確化する必要があるとした。また、

加藤委員は、妊婦の体の一部として扱われている胎児について、「胎児カルテは診療報酬上

認められていないが、胎児の人権はこれからの大きな問題になる」と指摘し、佐伯晴子委

員（東京 SP(Simulated Patient)研究会代表）も「妊娠・出産は医療の対象ではないという

従来の考えを改め、胎児の段階から医療の対象として議論する必要がある」と思考の転換

が求められていることを強調した。 

 

■社会保障の機能強化への転換を評価 

 社会保障国民会議が昨年 11月 4 日にまとめた最終報告については、2005年の「医療制度

改革大綱」以降の“医療費抑制策”を“社会保障の機能強化”に転換した点を評価する意

見が大勢を占めた。ただ、内容については、実現可能性に対する疑問、安定財源の確保、

マンパワーや財源の急性期への集中（急性期と在宅の中間や慢性期の切り捨て）など、細

部には様々な懸念を示す委員も多く、「後期高齢者医療制度のときと同じでいいことばかり

が書かれている」（小山田惠委員・（社）全国自治体病院協議会会長）、「『制度の持続可能性』

とは、医療・介護・福祉に国民の不安があっても、財政負担が増えないということ」（田中

部会長代理）などの意見も上がった。 

 同報告書は“提言”であり、守らなければならないシバリはないが、それを踏まえて閣

議決定された「持続可能な社会保障構築とその安定財源確保に向けた『中期プログラム』」 

は行政文書に位置付けられるもの。厚労省としては、「中期プログラム」の中で政府として

の工程表が示されていることから、それに沿って実現を目指す中で用いる様々なツールの

一つと捉えている。 
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▲新たな部会長に選任された齋藤氏（中央）。左は部会長代理の

田中委員、右は外口医政局長 



■46 都道府県で新たな医療計画策定済み 

 同日の部会では、事務局が各都道府県の医療計画の状況を報告。現在策定中の奈良県を

除く 46 都道府県で、2008 年中に医療計画が公示された。資料として各都道府県の策定状況

や 4 疾病 5 事業の医療機関等の具体的な名称の記載状況、脳卒中の医療を担う医療機関等

の記載例（富山県）、医療連携体制推進事業の取り組み事例（滋賀県、千葉県）が示された。 
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医療計画における医療機関等の具体的な名称記載（2009年2月24日）
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北海道 ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

青森 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ※

岩手 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

宮城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○

秋田 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山形 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島 △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○

茨城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

群馬 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○

千葉 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ※ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

東京 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

神奈川 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ △ ○ ○

新潟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福井 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ※

山梨 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

長野 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岐阜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

静岡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知 ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

三重 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

滋賀 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ※ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

大阪 ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ※ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ※

兵庫 ○ ○ △ ※ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○

奈良 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山 ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥取 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

島根 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

広島 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

山口 ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

徳島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

香川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛媛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高知 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡 △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○

佐賀 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長崎 ○ ※ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○

熊本 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

大分 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

宮崎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿児島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

沖縄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計 6 45 26 19 20 9 1 46 46 22 26 5 7 1 37 31 13 5 17 29 21 24 7 8 47 46 44 4 9 47 34 4 10 7 40 41 1 29 43 44 8 3 21 9 36 17 41 22 34 6

注1）4疾病・5事業のそれぞれに必要となる医療機能については、「疾病又は事業ごとの医療体制構築に係る指針」（2007年7月20日医政局指導課長通知）にて例示
注2）○名称が記載、△名称は記載されていないが医療情報窓口等の連絡先が記載、※国の指針に例示のない機能も記載

社会保障審議会医療部会の資料を元に作成
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